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埼中環保第 11 4号

令和 6年10月11日

埼玉中部環境保全組合

新たなごみ処理施設等地元協議会

会長宮永文雄様
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埼玉中部環境保全組合新たなごみ処理施設等の建設に関する要望書

の検討結果について（報告）

快適の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び

申し上げます。

平素、組合事業の円滑な推進にご理解ご協力を賜り、厚くお礼申し

上げます。

さて、標記の要望書（令和 6年 9月4日付、埼玉中部環境保全組合

新たなごみ処理施設等の建設に関する要望書）について、検討した結果

を下記のとおり報告します。

記

1. 地元対応に関する基本的な考え方

埼玉中部環境保全組合新たなごみ処理施設等（以下、「当施設」という。）

の建設及び運営に関する事業をより円滑に推進するためには、地元住民

の皆さまの意見や要望、さらには懸念される事柄などをお聞きしながら、

地元と組合、構成市町が一体で事業を進めていくことが、重要であると

確信しております。

この考え方の下、標記の要望書を参考に、売電による収益の一部を

活用するなどして、地元対応に取り組むものとします。






